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線形：平面の方程式，行列の演算 2017年 5月 10日
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(3) b “ ca ` b2 と a との内積をとって, b ¨ a “ c}a}2. これより c “
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(4) ① 点 x1 と1の平面との距離は (3)で b “ x1 ´ x0 と考えたときの }b1} (x1 ´ x0 の aへの正射影の長
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４ 演習書の解答参照.
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６ (1) A rA “ rAA “ pad ´ bcqE となることは容易に分かる.

① ad ´ bc ‰ 0 ならば, 上の関係式の両辺を ad ´ bc ‰ 0 で割り, A
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rA が Aの逆行列である.

② ad ´ bc “ 0 ならば A rA “ O となるが, このとき A が逆行列 A´1 をもつ (“ 正則) と仮定すれば,

rA “ pA´1Aq rA “ A´1pA rAq “ A´1O “ O となり, A “ O が従う (成分に注目). ところが, A “ O は
どんな 2次正方行列を掛けても O となるので, Aが逆行列をもつという仮定に矛盾する.
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